






設置上
本体及び煙突の設置は、建築基準法及び消

防法お住まいの地域の火災予防条例に従っ

てください。

ご使用前には本体及び煙突が安全に設置さ

れているかどうか必ず点検を行ってください。

（設置基準については本書13ページをご覧

ください）もし、設置の不備や変形及び破損

を発見した場合、そのままご使用にならずに、

お買い求めの販売店へご相談ください。製

品の取付方法を誤ると、建築物への損傷は

おろか地域住民の健康を害することにもな

り兼ねないため、ご注意ください。

本体は必ず本書13ページの内容に従って

設置してください。法規条例と矛盾する場

合には法規条例を優先してください。可燃

材の上に設置してはいけません、輻射熱、熱

伝導により、火災の原因となります。床を適

切に保護し、付属のボトムヒートシールドを

必ず取付けて使用してください。

室内の空気を燃焼空気として使用しますので、

ストーブ設置室には外気を取り入れる給気

口が必要です。またはストーブに直接給気

ダクトを接続すること。

本体を不安定な場所へ設置しないでください。

転倒による怪我や破損の原因となります。

本体正面の122cm以内に、薪、家具、カー

テン、洗濯物等燃えやすい物を近づけない

でください。火災の原因となります。

ストーブ廻りの可燃物との離隔距離は本書

13ページに従って設置して下さい。







非常時に備え消火器を決まった場所に置い

てください。

湿気、塩分の多い場所、または有害薬品のあ

る場所への設置はしないでください。本体

の破損や腐食の原因となります。

火災の早期発見のため煙感知器を設置する

ことをおすすめします。その際ストーブとの

距離を考慮に入れ誤報にならない様注意が

必要です。　

本体の燃焼中に換気扇を使用する場合には、

煙が逆流（室内にもれる）しないことをご確

認の上ご使用ください。もし煙が逆流する

時は、ご使用をおやめになり販売店へご相

談ください。

本体を焚き始める前に、必ず「慣らし焚き」

を行ってください。いきなり高温で使用する

と破損の原因になります（「慣らし焚き」の

方法については17ページをご覧ください）。

焚きはじめの数回は、部屋を十分に換気し

てください。薪ストーブと室内煙突に塗られ

ている錆び止め油や塗料が熱せられ、にお

いと煙が発生します。

ホウロウ仕上げの本体は、性質上、仕上げ面

が衝撃に非常に弱い為、お取扱いに十分ご

注意ください。

またホウロウに急激な温度変化を加えない

でください。破損、剥がれの原因となります。

薪をくべる時などの操作時には、化学繊維

で作られた手袋や軍手の使用は避けてくだ

さい。専用の皮製ストーブ・グローブを使用し、

なおかつ火傷には十分ご注意ください。

本体のお手入れは、本体が完全に冷えてい

ることをご確認の上行ってください。火傷の

原因となります。

本体が錆びますので、水分、塩分を付着させ

ないでください。誤って付着した場合はすぐ

に拭きとって乾かしてください。



















　　　　　 燃焼を始める前にお部屋の外気取り入れ用の給
気口を必ず開けてください。部屋に煙りがもれることがあります。

注意





















●負圧
最適なドラフトはストーブへの給気量にも関係します。

煙突は自然に得られる空気だけを引き込むことがで

きます。住宅の気密性が高く、ストーブへの給気が

妨げられる場合や、室内空気を屋外に排出する他の

設備（特にレンジ・フード、衣類乾燥機、機械換気設

備のような動力駆動設備）がストーブと空気を取り

合う場合、ドラフトの障害になります。ストーブ以外



のそうした設備の運転中に、ストーブが十分な空気

を取り込めるのであれば問題はありません。近くの

窓やドアを開けないと煙突が十分な空気を取り込め

ないのであれば、外気取り入れ口を増設したり、ダク

トをストーブに継ぎ、燃焼空気を直接引き入れる必

要があります。












































